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要 旨 
 本研究の目的は、成人看護学におけるシミュレーション教育に関する文献を検討し、成人看護学における効
果的なシミュレーション教育に向けての示唆を得ることである。医学中央雑誌Web版を用いて「成人看護学」、
「シミュレーション教育」、「シミュレータ」、「モデル人形」のキーワードを組み合わせて検索し、本研究のテ
ーマに即し、教育方法や成果が記述された文献27件を分析対象とした。分析の結果、成人看護学におけるシミ
ュレーション教育は、観察力や技術、思考力を高めるためにシミュレータや様々な教材を活用し、リアリティ
を重視した環境を作ることで、患者の理解や臨地実習のイメージ化、看護技術の習得につながっていた。成人
看護学における効果的なシミュレーション教育は、教員の指導力の向上や目的に合わせた教育方法の組み合わ
せ、臨床実習を想定したより臨床に即した状況の設定、学生が反復して実践できる環境を提供することの必要
性が示唆された。 
 
キーワード：成人看護学、シミュレーション、文献検討 
 
緒 言 
 医療技術の進歩や疾病構造の複雑化、患者の多様
性に伴い、臨床看護師には高度な看護実践能力が求
められる。しかし、現在の基礎看護教育における臨
地実習では、在院日数の短縮化により学生が実習期
間を通して一人の患者を受け持つことが難しく
1)
、限
られた実習時間の中で、受け持ち患者に対して学内
で学んだ知識や技術を実践する機会の確保が困難に
なっている。厚労省の看護教育の内容と方法に関す
る検討会による報告書
1)
において、看護師に求められ
る看護実践能力を育成するための教育方法として、
講義・演習・実習の効果的な組み合せと学内でシミ
ュレーション教育を行うことが提示され、臨地実習
で経験できない侵襲を伴う行為の習得や技術などに
ついて、シミュレータの活用や状況を設定した演習
を充実させることの必要性を求めている。そのよう
な教育現場の状況を踏まえ、学生が安心して安全に
正確な看護実践能力を身につける教育方法として、
シミュレーション教育が推奨されている。 
 シミュレーション教育について、阿部は「実際の
臨床の場や患者など再現した学習環境のなかで、学
習者が課題に対する経験と振り返りやディスカッシ
ョンを通して、知識・技術・態度の統合を行うこと
により、反省的実践家を育てる教育」
2)
と定義してい
る。シミュレーション教育は、シミュレータや模擬
患者、事例等を用い、模擬的な環境の中で学生が安
心して繰り返し学習を行うことができ、学習者間の
デブリーフィングを通して内省的な振り返りができ、
臨床現場における実践力の向上に役立てることがで
きる。 
 成人看護学演習は、シミュレーション教育を主流
とした演習が多く行われていると報告がある
3)
。成人
看護技術は、成人期という青年期から向老期までの
幅広い年代を対象とし、様々な役割を担う対象者の
健康課題への対応に即した内容が求められる。した
がって、成人看護学における演習は、単なる技術教
育だけでなく、対象者のおかれている状況をイメー
ジし、学生の思考や判断に基づいた看護実践能力の
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強化を目指し、効果的なシミュレーション教育を行
う必要がある。 
 
目 的 
 本研究の目的は、成人看護学におけるシミュレー
ション教育に関する文献検討を行い、シミュレーシ
ョン教育の現状として内容、効果、課題を明らかに
し、成人看護学における効果的なシミュレーション
教育に向けての示唆を得ることである。 
 
方 法 
 成人看護学のシミュレーション教育に関する研究
について、医学中央雑誌Web版を用い、2000～2018
年に発表された論文の検索を行った。検索に使用し
たキーワードは「成人看護/成人看護学」、「シミュレ
ーション」、「シミュレーション教育」、「シミュレー
タ」、「モデル人形」を掛け合わせた。「成人看護/成
人看護学andシミュレーション」で54件、「成人看護
/成人看護学andシミュレーション教育」で17件、「成
人看護/成人看護学andシミュレータ」で４件、「成人
看護/成人看護学andモデル人形」で33件が抽出され、
重複を除外した結果73件となった。表示された文献
の抄録や本文を読み、会議録26件、解説12件、海外
の報告２件を除外した。本研究のテーマに即した論
文を対象とし、シミュレーション教育の実態調査、
実習記録から学生が展開した看護について分析した
もの、演習およびシミュレータを用いたことの成果
報告など、教育方法や効果が記述されていない６件
を除外した27件の文献を分析の対象とした。データ
ベースの検索は、2019年２月から５月末日まで適宜
行った。 
 
倫理的配慮 
 本研究では、分析した論文の結果を、意味を損ね
ないように記載し、彎曲しない解釈を行うことで倫
理的配慮とした。 
 
結 果 
１．成人看護学におけるシミュレーション教育の現
状 
 成人看護学におけるシミュレーション教育に関す
る文献27件を表１に示す。 
１）シミュレーション教育の内容 
 文献検討の結果、成人看護学におけるシミュレー
ション教育は、演習で導入されているものが多いが、
成人看護学実習において、学内でシミュレーション
教育を導入しているものもあった。演習においては
特に急性期看護の演習が多かった。また、シミュレ
ーションのトレーニングの種類では、演習の目的に
よってタスク・トレーニングとシチュエーション・
ベースド・トレーニングが用いられていた。半数近
くがシミュレーション後にデブリーフィングや振り
返りを実施しており、シチュエーション・ベースド・
トレーニングに多くみられた。 
 実施内容は、観察力・アセスメント力の強化が最
も多く、手術後の患者の観察・アセスメント
4～14)､19)､25)
をねらいとした演習であった。次に、手術後の早期
離床
4）、15～18）、25）
など、事例をもとに状況設定を行い、
必要な看護援助を実施したものが多かった。また、
インスリンの自己注射
20）
や術後患者の清拭や寝衣交
換
4)､17)
、気管内吸引
13)､21～23）
、ストーマケア技術
23)､24）
、
輸液管理
6)､23)､28）
、創傷処置
6)､28）
、血糖測定
6)､23）
、ドレー
ン・チューブの管理
6)､9)､13)､28）
など、実習で実践する機
会の可能性がある看護技術力の習得に焦点を当てた
ものもあった。それらの演習は、１つの技術項目で
はなく複数の技術を組み合わせて演習が行われてい
た
4)､6)､13)､17)､19)､23)､28）
。 
 演習においては、看護過程の内容とシミュレーシ
ョンのシナリオをリンクさせて演習を組み立ててお
り、看護過程の事例患者の援助計画を技術演習で実
践する方法
4)､5)､8)､14)､16)､17)､21)､23)､25）
や看護過程の展開の前
に事例患者の状況設定を行ったシミュレータを用い
て、事例患者の理解を目指したものであった
26)
。 
２）シミュレーション教育に用いられている教材 
 シミュレーション教育に用いられている教材は、
シミュレータにおいては、中・高機能シミュレータ
が多く、ストーマモデル
24）
や吸引モデル
21～23）
、全身型
マネキンタイプ
5)､12)､26)
などの低機能シミュレータも
用いられていた。中・高機能シミュレータは主に観
察・アセスメントをねらいとした演習で用いられて
いた
6)､10)､11)､14)､25)
。また、模擬患者とシミュレータを併
用した演習もみられ、技術の習得にシミュレータを
用い、習得した技術の活用場面では模擬患者を用い
ていた
4)､9)
。さらに、低機能シミュレータとともにICU
や手術直後の病室のイメージ化を目的に人工呼吸器
や心電図モニター、輸液・シリンジポンプ、各種カ
テーテル類など、実際に臨床で使用している医療機
器も教材として用いられていた
6)､11)､27)
。 
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自
己
注
射
練
習
や
W
eb
動
画
を
用
い
た
事
前
学
習
な
ど
，
教
育
方
法
の
組
み
合
せ
に
よ
る
患
者
の
療
養
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
化
が
必
要
 
看
護
基
礎
教
育
に
お
け
る
周
手
術
期
の
看
護
過
程
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を
取
り
入
れ
た
効
果
の
検
討
 
尾
形
ら
4）
（
20
17
）
 
看
護
過
程
と
連
動
し
た
事
例
設
定
．
援
助
計
画
立
案
→
技
術
演
習
１
：
事
例
を
設
定
し
た
技
術
演
習
で
模
擬
患
者
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
使
用
．
技
術
演
習
２
：
事
例
を
設
定
し
な
い
技
術
演
習
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
使
用
．
 
術
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
．
術
後
観
察
．
早
期
離
床
の
援
助
．
吸
引
，
清
拭
・
更
衣
の
技
術
 
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
，
模
擬
患
者
，
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
 
自
作
質
問
紙
調
査
：
①
看
護
過
程
の
自
己
評
価
，
②
教
授
方
法
の
評
価
 
看
護
過
程
の
自
己
評
価
と
教
授
方
法
の
評
価
と
に
正
の
有
意
な
相
関
が
認
め
ら
れ
た
．
模
擬
患
者
で
あ
っ
て
も
，
手
術
前
の
状
態
か
ら
介
入
し
，
術
後
の
状
態
と
比
較
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
こ
と
で
，
学
生
自
身
が
立
案
し
た
看
護
計
画
の
評
価
が
可
能
と
な
り
，
周
手
術
期
看
護
に
特
徴
的
な
観
察
項
目
の
理
解
や
早
期
離
床
の
根
拠
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
．
 
装
着
型
ス
ト
ー
マ
モ
デ
ル
を
用
い
た
体
験
的
演
習
に
よ
る
学
生
の
学
び
―
成
人
看
護
学
演
習
レ
ポ
ー
ト
の
分
析
―
 
有
澤
ら
24
） （
20
17
）
 
事
例
設
定
．
事
前
学
習
．
パ
ウ
チ
交
換
の
教
員
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
→
①
パ
ウ
チ
交
換
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
→
②
パ
ウ
チ
の
直
接
貼
付
体
験
 
パ
ウ
チ
交
換
の
技
術
．
パ
ウ
チ
交
換
の
指
導
，
ス
ト
ー
マ
体
験
に
よ
る
患
者
理
解
装
着
型
ス
ト
ー
マ
モ
デ
ル
，
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
，
模
擬
患
者
（
学
生
）
 
演
習
後
レ
ポ
ー
ト
か
ら
の
学
び
 
ス
ト
ー
マ
を
有
す
る
患
者
と
し
て
の
体
験
か
ら
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
，
＜
手
技
・
物
品
・
整
備
の
工
夫
の
有
用
性
＞
を
実
感
す
る
こ
と
に
よ
り
，
療
養
環
境
を
整
え
る
た
め
に
看
護
者
と
し
て
＜
社
会
的
資
源
を
活
用
し
た
生
活
調
整
の
支
援
＞
を
す
る
こ
と
へ
と
思
考
を
広
げ
て
い
た
．
課
題
：
看
護
支
援
の
洞
察
ま
で
至
ら
な
い
学
生
も
い
た
た
め
，
効
果
的
な
振
り
返
り
（
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を
行
う
こ
と
が
必
要
．
 
成
人
看
護
学
演
習
に
お
い
て
臨
床
と
共
同
授
業
を
行
う
こ
と
で
の
学
習
効
果
―
術
後
の
早
期
離
床
に
向
け
た
援
助
―
  
由
井
ら
16
） （
20
17
）
 
実
習
指
導
者
と
の
共
同
に
よ
る
演
習
．
看
護
過
程
と
連
動
．
事
前
に
援
助
計
画
の
立
案
→
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
い
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
グ
ル
ー
プ
で
実
施
→
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
→
臨
床
指
導
者
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学
 
術
後
の
早
期
離
床
に
向
け
た
援
助
 
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
，
模
擬
患
者
（
学
生
）
 
自
作
の
質
問
紙
調
査
 
共
同
授
業
に
お
け
る
臨
床
指
導
者
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
，
患
者
の
状
況
に
合
わ
せ
た
声
か
け
な
ど
援
助
の
実
際
を
見
る
こ
と
で
，
臨
床
で
の
看
護
実
践
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
，
学
生
の
学
び
や
気
づ
き
を
深
め
る
効
果
が
あ
る
．
ま
た
，
実
習
へ
の
イ
メ
ー
ジ
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
. 
成
人
看
護
学
領
域
に
お
け
る
術
後
看
護
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
の
課
題
の
検
討
 
及
川
ら
5)
（
20
17
）
 
看
護
過
程
と
連
動
し
た
事
例
の
提
示
．
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
：
術
後
観
察
の
要
点
の
確
認
（
D
V
D
）
な
ど
→
観
察
項
目
・
観
察
方
法
の
検
討
→
術
後
帰
室
時
の
観
察
（
モ
デ
ル
人
形
）
→
全
身
状
態
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
→
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
 
術
後
の
観
察
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 
モ
デ
ル
人
形
（
全
身
型
マ
ネ
キ
ン
タ
イ
プ
の
低
機
能
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
）
．
視
聴
用
D
V
D
 
①
「
授
業
過
程
評
価
ス
ケ
ー
ル
‐
看
護
技
術
演
習
用
‐
」，
②
半
年
後
に
自
作
の
質
問
紙
調
査
 
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
に
よ
り
，
学
生
は
知
識
や
術
後
の
観
察
手
順
の
根
拠
の
再
確
認
や
患
者
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
。
ま
た
，
実
習
で
周
手
術
期
患
者
看
護
経
験
の
有
無
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
内
容
の
実
習
で
の
活
用
に
影
響
を
受
け
て
い
た
．
課
題
：
人
数
や
時
間
の
調
整
だ
け
で
な
く
，
学
生
が
必
要
な
知
識
を
確
認
し
た
上
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
集
中
し
て
臨
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
．
実
施
結
果
を
学
生
自
ら
が
振
り
返
り
達
成
度
を
自
己
評
価
で
き
る
明
確
な
目
標
の
提
示
．
教
員
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
力
や
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
力
の
強
化
．
学
生
が
過
度
な
精
神
的
負
担
を
負
わ
ず
に
演
習
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と
 
成
人
看
護
学
領
域
に
お
け
る
教
育
活
動
―
成
人
看
護
学
演
習
の
授
業
展
開
―
 
高
橋
ら
23
） （
20
17
）
 
看
護
過
程
と
連
動
し
た
事
例
．
技
術
項
目
の
事
前
課
題
→
グ
ル
ー
プ
で
モ
デ
ル
に
対
す
る
急
性
期
看
護
技
術
と
慢
性
期
看
護
技
術
の
実
施
 
気
管
内
吸
引
．
ス
ト
マ
ケ
ア
．
輸
液
管
理
．
自
己
血
糖
測
定
 
吸
引
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
．
モ
デ
ル
人
形
 
学
生
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
 
事
前
に
課
題
を
行
い
，
学
生
が
主
体
的
に
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
で
，
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
．
課
題
：
特
定
の
患
者
へ
の
イ
メ
ー
ジ
の
偏
り
や
事
前
学
習
や
課
題
へ
の
取
り
組
み
状
況
に
よ
り
グ
ル
ー
プ
間
で
学
び
の
差
が
生
じ
た
こ
と
，
個
別
の
指
導
に
時
間
を
費
や
す
こ
と
か
ら
時
間
調
整
が
必
要
.授
業
時
間
内
に
全
員
が
終
わ
ら
な
か
っ
た
．
問
題
解
決
能
力
や
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
養
う
た
め
に
は
，
動
機
づ
け
と
環
境
作
り
が
重
要
 
成
人
看
護
領
域
に
お
け
る
看
護
学
生
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
効
果
の
検
証
 
大
植
ら
14
） （
20
17
）
 
事
例
の
看
護
過
程
を
展
開
．
看
護
計
画
の
立
案
→
２
人
ペ
ア
で
術
後
の
観
察
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
→
観
察
内
容
の
報
告
→
グ
ル
ー
プ
で
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
 
術
後
の
観
察
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 
フ
ル
ス
キ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
 
①
SD
法
，
②
援
助
規
範
意
識
尺
度
，
③
看
護
問
題
対
応
行
動
自
己
評
価
尺
度
 
術
後
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
に
よ
り
手
術
の
イ
メ
ー
ジ
が
肯
定
的
に
変
化
し
た
．
援
助
規
範
意
識
の
「
自
己
犠
牲
規
範
意
識
」
や
，
看
護
問
題
対
応
行
動
の
「
問
題
解
決
・
回
避
の
た
め
の
患
者
生
活
・
治
療
行
動
代
行
，
症
状
緩
和
，
生
活
機
能
維
持
・
促
進
と
そ
の
個
別
化
」，
「
問
題
解
決
に
向
け
た
相
互
行
為
の
円
滑
化
」，
「
問
題
解
決
へ
の
自
己
評
価
」
が
向
上
し
た
．
課
題
：
継
続
的
に
看
護
学
生
の
演
習
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
て
も
ら
う
こ
と
．
効
果
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
シ
ス
テ
ム
の
検
討
 
臨
床
看
護
師
，
模
擬
患
者
と
の
協
同
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を
取
り
入
れ
た
学
内
演
習
の
効
果
―
術
後
1日
目
の
看
護
―
 
森
安
ら
17
) （
20
16
）
 
臨
床
看
護
師
・
模
擬
患
者
と
の
共
同
に
よ
る
演
習
．
看
護
過
程
と
連
動
し
た
事
例
．
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
→
臨
床
看
護
師
・
教
員
・
模
擬
患
者
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
→
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
き
グ
ル
ー
プ
で
実
施
→
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
 
術
後
１
日
目
の
患
者
の
清
拭
・
更
衣
の
技
術
．
早
期
離
床
の
援
助
 
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
，
模
擬
患
者
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
 
演
習
記
録
か
ら
の
学
び
 
臨
床
看
護
師
と
模
擬
患
者
の
共
同
演
習
は
，【
臨
場
感
が
あ
る
】【
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
】【
看
護
実
践
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
】【
わ
か
り
や
す
い
説
明
】【
自
己
の
課
題
の
発
見
】【
模
擬
患
者
の
忠
実
度
】【
演
習
に
取
り
組
む
姿
勢
の
変
化
】
な
ど
の
効
果
が
あ
っ
た
．
課
題
：
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
．
時
間
配
分
や
演
習
室
の
設
営
な
ど
の
演
習
方
法
．
学
生
が
看
護
技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
れ
る
よ
う
な
自
己
学
習
の
環
境
調
整
 
気
管
内
吸
引
の
学
内
技
術
演
習
か
ら
得
た
学
生
の
学
び
―
患
者
の
苦
痛
に
配
慮
し
た
技
術
習
得
に
向
け
て
―
 
滝
沢
ら
21
） （
20
16
）
 
看
護
過
程
の
展
開
．
事
前
学
習
と
事
前
講
義
．
２
人
１
組
で
吸
引
モ
デ
ル
を
使
用
し
た
技
術
演
習
を
実
施
 
吸
引
（
口
腔
内
，
鼻
腔
内
，
気
管
内
）
技
術
吸
引
モ
デ
ル
 
吸
引
技
術
演
習
後
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
の
学
び
 
学
生
は
吸
引
さ
れ
る
患
者
の
身
体
的
・
心
理
的
状
況
に
つ
い
て
，
吸
引
技
術
の
時
間
経
過
と
と
も
に
患
者
の
立
場
に
な
り
，
患
者
の
苦
痛
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
．
患
者
の
思
い
寄
り
添
う
だ
け
で
な
く
，
看
護
師
と
し
て
何
が
で
き
る
か
，
何
を
す
る
べ
き
か
と
い
う
視
点
も
芽
生
え
始
め
て
い
た
．
課
題
：
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
事
例
の
提
示
．
技
術
演
習
の
時
間
確
保
の
工
夫
が
必
要
 
看
護
系
大
学
に
お
け
る
気
管
内
吸
引
演
習
の
授
業
内
容
の
検
討
・
改
善
へ
の
取
り
組
み
 
冨
澤
ら
22
） （
20
15
）
 
根
拠
の
明
確
な
手
技
や
手
順
書
・
根
拠
を
示
す
資
料
を
配
布
→
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
→
各
ブ
ー
ス
に
ビ
デ
オ
を
設
置
し
て
実
施
→
ビ
デ
オ
視
聴
に
よ
る
自
己
評
価
 
気
管
内
吸
引
 
吸
引
モ
デ
ル
人
形
 
「
授
業
過
程
評
価
ス
ケ
ー
ル
‐
看
護
技
術
演
習
用
‐
」
 
演
習
に
ビ
デ
オ
視
聴
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
，
授
業
過
程
評
価
の
「
学
生
の
演
習
へ
の
態
度
・
対
応
」
以
外
の
項
目
が
優
位
に
上
昇
し
た
．
ま
た
，
ビ
デ
オ
視
聴
に
よ
り
客
観
的
に
自
己
の
技
術
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
適
切
な
自
己
評
価
を
し
て
い
た
。
 
課
題
：
知
識
の
定
着
に
つ
い
て
の
確
認
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表
１
 
成
人
看
護
学
に
お
け
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
に
関
す
る
文
献
一
覧
（
つ
づ
き
）
 
タ
イ
ト
ル
・
著
者
・
発
行
年
 
演
習
の
概
要
 
教
育
の
内
容
 
主
な
教
材
 
評
価
方
法
 
主
な
効
果
・
課
題
 
看
護
基
礎
教
育
に
お
け
る
臨
床
判
断
力
育
成
を
め
ざ
し
た
周
手
術
期
看
護
の
シ
ナ
リ
オ
型
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
の
効
果
の
検
討
 
山
内
ら
25
） （
20
15
）
 
事
例
の
看
護
過
程
の
展
開
．
事
前
学
習
と
し
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
．
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
→
周
術
期
に
必
要
な
看
護
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
→
ク
ラ
ス
全
員
で
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
 
術
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
．
術
後
観
察
．
術
当
日
・
早
期
体
動
の
援
助
  
中
機
能
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
，
模
擬
患
者
（
教
員
）
 
自
作
の
質
問
紙
に
よ
る
自
己
評
価
：
演
習
後
と
実
習
後
 
学
生
の
自
己
評
価
で
は
，『
術
前
看
護
に
関
す
る
臨
床
判
断
力
の
習
得
』『
自
己
学
習
行
動
へ
の
つ
な
が
り
』『
術
後
疼
痛
に
関
す
る
看
護
の
実
践
力
の
習
得
』
が
，
演
習
後
と
実
習
後
の
得
点
に
有
意
な
上
昇
が
あ
っ
た
．
課
題
：
演
習
自
体
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
，
様
々
な
臨
床
状
況
で
の
臨
床
判
断
を
体
験
す
る
機
会
の
提
供
や
，
教
員
の
臨
床
判
断
過
程
を
支
援
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
力
や
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
力
の
向
上
が
必
要
 
看
護
実
践
能
力
育
成
に
向
け
た
新
た
な
実
習
方
法
の
検
討
―
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
学
習
を
取
り
入
れ
た
成
人
看
護
実
習
を
通
し
て
獲
得
で
き
た
能
力
に
着
眼
し
て
―
 
藤
田
ら
7）
（
20
14
）
 
事
例
の
提
示
．
事
例
の
１
場
面
を
D
V
D
で
視
聴
→
D
V
D
で
看
護
師
が
実
施
し
た
看
護
技
術
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
検
索
→
教
員
に
よ
る
エ
ビ
デ
ン
ス
の
解
説
→
看
護
介
入
計
画
の
立
案
→
グ
ル
ー
プ
で
ケ
ア
技
術
の
実
施
→
教
員
に
よ
る
技
術
指
導
→
実
施
し
た
看
護
介
入
の
評
価
 
観
察
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
．
注
射
や
輸
血
の
技
術
 
事
例
場
面
の
D
V
D
．
模
擬
患
者
（
教
員
）．
膜
型
の
タ
ス
ク
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
 
自
作
質
問
紙
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
 
エ
ビ
デ
ン
ス
の
看
護
ケ
ア
へ
の
活
用
や
既
習
の
知
識
の
な
か
で
活
用
で
き
る
も
の
を
明
確
に
し
，
看
護
ケ
ア
に
活
用
し
て
い
く
方
法
，
看
護
実
践
能
力
の
習
得
を
支
援
で
き
た
．
課
題
：
多
様
な
事
例
の
開
発
．
教
育
効
果
を
評
価
す
る
方
法
の
検
討
 
実
習
前
準
備
教
育
と
し
て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
学
習
に
お
け
る
学
生
の
学
び
 
高
比
良
ら
6）
（
20
13
）
 
事
前
に
事
例
の
援
助
計
画
立
案
．
手
術
直
後
の
６
項
目
（
ド
レ
ー
ン
管
理
，
中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
，
輸
液
ポ
ン
プ
管
理
，
術
後
観
察
，
創
傷
処
置
，
血
糖
測
定
）
の
演
習
．
演
習
項
目
毎
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
グ
ル
ー
プ
で
移
動
し
演
習
→
実
施
後
の
振
り
返
り
 
術
後
観
察
．
ド
レ
ー
ン
・
カ
テ
ー
テ
ル
・
輸
液
ポ
ン
プ
の
管
理
．
創
傷
処
置
，
血
糖
測
定
 
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
（
フ
ィ
ジ
コ
・
ナ
ー
シ
ン
グ
ア
ン
等
）．
ド
レ
ー
ン
類
．
輸
液
ポ
ン
プ
演
習
時
の
振
り
返
り
記
録
か
ら
の
学
び
 
紙
面
事
例
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
た
こ
と
で
，
学
生
は
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
化
に
よ
り
術
後
の
患
者
の
状
態
の
理
解
[認
知
領
域
]が
促
進
さ
れ
て
い
た
．
ま
た
，
リ
ス
ク
と
現
象
を
関
連
づ
け
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
，
患
者
の
安
楽
へ
の
配
慮
等
[情
意
的
領
域
]，
既
習
の
知
識
と
技
術
[精
神
運
動
的
領
域
]を
統
合
さ
せ
て
学
ん
で
い
た
．
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
学
習
へ
の
示
唆
：
基
礎
看
護
学
の
学
習
内
容
と
成
人
看
護
学
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
，
学
習
の
積
み
上
げ
と
し
て
連
動
さ
せ
る
．
事
前
学
習
課
題
の
具
体
的
な
提
示
．
事
前
学
習
内
容
の
検
討
．
学
生
が
看
護
技
術
を
繰
り
返
し
練
習
で
き
る
環
境
づ
く
り
 
急
性
期
に
お
け
る
成
人
看
護
学
演
習
の
効
果
―
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を
試
み
て
―
 
小
澤
ら
8）
（
20
12
）
 
看
護
過
程
と
連
動
．
術
前
の
呼
吸
訓
練
と
術
後
１
日
目
の
観
察
の
２
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
設
定
．
事
前
に
看
護
計
画
の
立
案
．
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
→
振
り
返
り
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
デ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
→
気
づ
き
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
 
術
後
観
察
・
呼
吸
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
．
術
前
呼
吸
訓
練
の
指
導
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
．
模
擬
患
者
（
学
生
）．
ト
リ
フ
ロ
ー
．
ド
レ
ー
ン
類
 
演
習
の
振
り
返
り
レ
ポ
ー
ト
か
ら
の
学
び
 
学
生
の
感
想
か
ら
「
臨
地
実
習
で
は
患
者
に
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
た
い
」「
成
人
の
総
ま
と
め
が
で
き
た
」「
臨
地
実
習
が
直
前
に
せ
ま
っ
て
い
る
た
め
事
前
学
習
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
」
と
臨
地
実
習
を
意
識
す
る
意
見
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
，
臨
地
実
習
に
対
す
る
意
識
や
緊
張
感
が
高
ま
り
，
学
生
の
意
欲
に
繋
が
っ
た
．
課
題
：
臨
床
の
実
践
指
導
者
が
学
内
演
習
か
ら
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
教
育
シ
ス
テ
ム
作
り
の
検
討
 
急
性
期
に
お
け
る
成
人
看
護
学
演
習
の
展
開
と
課
題
―
教
育
方
法
の
検
討
―
 
小
澤
ら
9）
（
20
11
）
 
看
護
過
程
と
連
動
．
事
前
に
看
護
計
画
の
立
案
→
事
例
１
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
→
事
例
１
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
→
モ
デ
ル
人
形
に
よ
る
観
察
・
管
理
の
説
明
→
事
例
２
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
→
事
例
２
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
 
術
後
観
察
．
ド
レ
ー
ン
・
カ
テ
ー
テ
ル
の
観
察
と
管
理
．
術
前
呼
吸
訓
練
の
指
導
 
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
．
模
擬
患
者
（
学
生
）．
モ
デ
ル
人
形
．
ド
レ
ー
ン
類
．
ト
リ
フ
ロ
ー
演
習
の
振
り
返
り
レ
ポ
ー
ト
か
ら
の
学
び
 
事
前
課
題
と
教
員
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
，
事
例
の
イ
メ
ー
ジ
化
が
図
れ
，
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
し
た
．
２
つ
の
事
例
を
通
し
て
指
導
技
術
の
基
本
，
術
後
観
察
と
管
理
に
つ
い
て
の
気
づ
き
が
あ
っ
た
．
課
題
：
教
育
を
受
け
た
模
擬
患
者
の
導
入
.現
実
感
の
あ
る
状
況
設
定
の
検
討
．
単
に
手
順
の
教
授
で
は
な
く
，
学
生
の
知
識
を
引
き
出
し
，
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
与
え
，
意
欲
を
引
き
出
し
て
い
く
教
員
の
姿
勢
が
重
要
 
看
護
学
生
が
，
術
後
の
早
期
離
床
促
進
中
に
急
変
し
た
模
擬
患
者
に
対
す
る
体
験
か
ら
の
気
づ
き
―
成
人
看
護
学
（
周
手
術
期
）
に
お
け
る
学
内
演
習
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を
導
入
し
て
―
 
谷
ら
18
） （
20
10
）
 
術
後
の
早
期
離
床
に
関
す
る
事
前
講
義
．
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
前
の
事
前
学
習
．
術
後
の
早
期
離
床
促
進
中
に
肺
塞
栓
症
を
発
症
し
た
事
例
を
設
定
→
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
 
術
後
の
早
期
離
床
促
進
中
に
急
変
し
た
患
者
へ
の
対
応
 
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
．
模
擬
患
者
（
学
生
）
 
自
記
式
振
り
返
り
用
紙
か
ら
の
振
り
返
り
内
容
 
学
生
は
【
自
己
の
学
習
課
題
】【
問
題
を
解
決
す
る
】【
体
験
を
比
較
す
る
】【
わ
か
る
こ
と
の
心
地
よ
さ
】【
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
自
分
】【
グ
ル
ー
プ
学
習
の
効
果
】
の
気
づ
き
を
得
て
い
た
．
そ
し
て
，
そ
の
気
づ
き
か
ら
主
体
的
な
学
習
へ
の
動
機
づ
け
を
行
っ
て
い
た
．
課
題
：
臨
床
実
践
能
力
の
向
上
の
た
め
の
学
内
演
習
方
法
の
検
討
 
術
後
患
者
の
状
態
を
再
現
し
た
モ
デ
ル
人
形
を
用
い
た
演
習
の
学
び
―
「
術
後
1日
目
患
者
の
実
際
」
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
―
 
市
川
ら
26
） （
20
09
）
 
術
後
患
者
の
状
態
を
再
現
→
教
員
が
場
面
や
挿
入
さ
れ
て
い
る
ド
レ
ー
ン
，
医
療
機
器
な
ど
の
説
明
→
モ
デ
ル
人
形
を
見
て
，
触
れ
る
→
患
者
の
身
体
的
・
精
神
的
状
態
，
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
 
看
護
過
程
の
事
例
理
解
．
術
後
患
者
の
理
解
 
モ
デ
ル
人
形
．
ド
レ
ー
ン
・
カ
テ
ー
テ
ル
類
．
酸
素
マ
ス
ク
 
演
習
後
の
学
び
・
感
想
レ
ポ
ー
ト
 
学
生
は
患
者
の
立
場
に
立
つ
こ
と
で
術
後
患
者
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
．【
術
後
観
察
の
重
要
性
】【
患
者
へ
の
説
明
の
重
要
性
】
と
い
う
看
護
の
必
要
性
を
見
出
し
て
い
た
．
 
看
護
基
礎
教
育
に
お
け
る
周
術
期
の
臨
床
判
断
力
の
向
上
を
目
指
し
た
教
育
実
践
 
深
田
ら
10
） （
20
10
）
 
事
前
課
題
．
事
前
の
学
習
課
題
の
解
説
→
呼
吸
・
腸
蠕
動
音
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
聴
取
→
臨
床
判
断
の
仮
説
の
討
議
→
術
直
後
の
観
察
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
→
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
用
い
た
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
→
グ
ル
ー
プ
討
議
術
後
患
者
の
観
察
．
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
．
呼
吸
音
と
腸
蠕
動
音
の
聴
取
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
（
フ
ィ
ジ
コ
）．
カ
テ
ー
テ
ル
類
．
鎮
痛
剤
持
続
注
入
ポ
ン
プ
 
自
作
の
質
問
紙
①
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
技
術
の
学
修
達
成
度
に
対
す
る
自
己
評
価
，
②
教
員
等
に
よ
る
他
者
評
価
 
学
修
目
標
の
達
成
度
「
非
常
に
・
大
体
当
て
は
ま
る
」
の
割
合
が
自
己
・
他
者
評
価
と
も
に
75
％
以
上
の
項
目
は
，
学
内
演
習
で
は
８
項
目
，
臨
地
実
習
で
術
後
患
者
に
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
際
で
は
９
項
目
，
実
習
終
了
時
で
は
24
項
目
で
あ
っ
た
．
課
題
：
実
習
終
了
時
の
目
標
達
成
度
が
低
く
，
欠
損
割
合
の
高
い
項
目
は
，
学
内
演
習
で
実
施
で
き
る
よ
う
な
教
育
内
容
の
検
討
が
必
要
．
実
習
時
の
自
己
評
価
で
欠
損
割
合
が
最
も
高
い
麻
酔
の
覚
醒
の
観
察
に
つ
い
て
は
，
受
け
持
ち
患
者
以
外
で
も
手
術
直
後
の
患
者
の
状
態
を
見
学
す
る
な
ど
教
育
方
法
の
検
討
が
必
要
 
頚
椎
・
腰
椎
・
股
関
節
手
術
患
者
に
関
す
る
実
習
前
学
習
会
と
モ
デ
ル
人
形
を
活
用
し
た
実
習
期
間
中
学
内
演
習
に
よ
る
学
生
の
学
び
と
課
題
 
 
山
本
ら
12
） （
20
09
）
 
①
臨
地
実
習
前
：
術
後
患
者
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
た
め
の
「
頸
椎
・
腰
椎
・
股
関
節
手
術
患
者
に
関
す
る
学
習
会
」
②
受
け
持
ち
患
者
の
術
後
１
病
日
前
日
に
「
モ
デ
ル
人
形
を
活
用
し
た
学
内
演
習
」：
観
察
項
目
の
確
認
，
患
者
役
の
体
験
 
術
後
患
者
の
イ
メ
ー
ジ
化
，
術
後
の
観
察
モ
デ
ル
人
形
，
C
P
S
実
習
ユ
ニ
ッ
ト
．
ド
レ
ー
ン
類
．
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
な
ど
 
自
作
の
質
問
紙
調
査
 
モ
デ
ル
人
形
を
活
用
し
た
実
習
期
間
中
の
学
内
演
習
は
，
術
後
の
観
察
項
目
を
事
前
に
確
認
で
き
，
術
後
患
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
．
 
成
人
看
護
学
援
助
論
1－
（
１
）
の
学
内
演
習
に
お
け
る
学
生
の
学
び
と
課
題
 
山
本
ら
19
） （
20
09
）
 
演
習
前
に
，
手
術
患
者
像
と
受
け
た
い
周
手
術
期
の
看
護
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
．
術
前
・
術
後
の
看
護
技
術
演
習
の
実
施
→
学
生
間
で
意
見
交
換
 
術
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
．
術
前
訓
練
．
術
後
の
看
護
．
  
モ
デ
ル
人
形
．
ト
ラ
イ
ボ
ー
ル
．
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
 
演
習
後
の
「
演
習
の
振
り
返
り
」
内
容
 
術
後
の
モ
デ
ル
人
形
の
活
用
が
イ
メ
ー
ジ
化
に
つ
な
が
り
，
観
察
や
看
護
の
重
要
性
を
見
出
し
て
い
た
．
実
習
に
む
け
て
の
学
習
不
足
と
学
習
方
法
の
再
考
を
抱
い
て
い
た
．
課
題
：
教
員
は
効
果
的
な
学
習
方
法
を
教
え
，
落
ち
着
い
た
気
持
ち
で
臨
地
実
習
に
臨
め
る
よ
う
に
助
言
が
必
要
．
 
成
人
看
護
学
に
お
け
る
看
護
実
践
能
力
の
育
成
に
関
す
る
研
究
―
成
人
看
護
学
実
習
前
の
効
果
的
な
学
内
演
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
―
 
原
田
ら
13
） （
20
09
）
 
事
例
の
提
示
．
１
日
目
に
４
項
目
（
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
）．
２
日
に
４
項
目
（
術
後
ベ
ッ
ド
作
成
，
ビ
デ
オ
学
習
な
ど
）．
４
つ
の
ブ
ー
ス
を
教
員
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
説
明
を
受
け
な
が
ら
，
グ
ル
ー
プ
で
各
演
習
内
容
を
学
習
．
演
習
終
了
後
は
自
由
練
習
で
き
る
環
境
 
重
症
患
者
・
周
術
期
の
観
察
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
．
吸
引
，
ド
レ
ー
ン
管
理
，
更
衣
な
ど
の
技
術
 
モ
デ
ル
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．
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３）シミュレーションの評価方法 
 シミュレーション教育の評価方法は、学生から提
出されたレポートが最も多く、演習を通しての学 
び
6)､8)､9)､17)､20)､21)､24)､26)､28)
や振り返り
18)､19)､23)
、演習課題内
容
11）
であった。質問紙による評価においては、演習
内容
13)
、達成度
10)
や教授方法
4)
、イメージ化
12)､16)､19)
、学
生の自己評価
13)､22)､25)
などについての自作の質問紙と、
授業評価
5)､15)､22)
や看護実践能力
14)
についての既存の
尺度による評価を行い、数値化していた。また、シ
ミュレーション教育導入前後の実習における技術項
目の実施頻度
28)
や、演習後の学生との面接による実
習に対する思いや演習内容の実習における活用につ
いての認識
27)
の把握も行われていた。 
２．成人看護学におけるシミュレーション教育の効
果と課題 
１）シミュレーション教育の効果 
 シミュレーション教育の効果としては、患者や看
護実践等のイメージ化の促進が最も多く、手術後の
患者の状態
6)､12)､19)､26）
や事例患者の状況
9)
、患者の置か
れている環境
27)
や生活
20)､24)
、臨場感や看護実践
16)､17)
、
臨地実習
16)､27)
に対するイメージ化につながっていた。
次に、術後の観察や処置
28)
、フィジカルアセスメント
力
10)
、臨床判断力
25)
といった看護実践能力の向上がみ
られた。また、シミュレーション学習による気づき
が今後の学びの原動力
29）
、自己学習の促進
25)
につなが
っていた。 
 ロールプレイを行った演習では、患者の苦痛の理
解、看護師の基本姿勢の認識につながっていた
29）
。
また、シミュレーション教育を行うことで、援助規
範の意識や看護問題に対する行動の変化がみられて
いた
14)
。 
２）シミュレーション教育の課題 
 シミュレーション教育の課題は、実施後の振り返
り
24)､27)
、教員のデブリーフィング力やファシリテー
ター力の向上といった教員の指導力
5)､15)､17)､25)､29)
に関
することが多かった。次に、学生が精神的な負担を
負わず安心して安全に実施できる環境
5)､30)
、主体的 
に繰り返し練習できる環境づくりの必要性があがっ
た
6)､11)､17)
。その他として演習の時間管理
5)､15)､17)､21)､23)
や
教育効果の評価
5)､7)､10)
、提示事例や教材の工夫
7)､13)､21)
、
事前学習内容の検討
6)､13)
であった。 
 
考 察 
１．成人看護学におけるシミュレーション教育の現
状 
 文献検討の結果、成人看護学におけるシミュレー
ション教育は、学生の観察力やフィジカルアセスメ
ント力の強化を目指したものが多く、特に周術期の
演習にみられた。シミュレーション教育は、学習者
の知識と技術の統合により実践力を強化する教育と
してその効果が実証されており
31)
、多くの教育機関
で導入されている。侵襲性の高い技術は、対象者の
安全確保のためにも臨床実習の前にモデル人形等を
用いてシミュレーションを行う演習が効果的であ 
る
1)
といわれていることから、事例患者の状況に設定
できる高機能シミュレータを活用する学校も増え、
よりリアルな学習環境を整備することができ、観察
やフィジカルアセスメントの演習が増えたと考える。
血糖測定やインスリンの自己注射などの慢性期看護
に必要な演習においてもシミュレーション教育が行
われており
20)
、模擬患者やロールプレイを組み合わ
せた演習
29)
の報告がみられた。これらの演習は患者
への指導が中心であり、対話を通して対象者に応じ
た指導方法の習得、長期療養を行っている患者の苦
痛の理解、看護師の基本姿勢の認識につながってい
た。成人看護学におけるシミュレーション教育は技
術や知識だけでなく、患者への配慮等、看護師とし
て必要な態度も統合して学べる
6)
ことから、患者との
相互作用が必要な場面の演習にも効果的であるとい
える。 
 シミュレーション教育の教材としては、単一の教
材だけでなく、複数の教材を組み合わせていた。特
にシミュレータと模擬患者や医療機器を用い、ロー
ルプレイなどを取り入れた教育が行われていた。成
人看護学演習においてはタスク型の演習から患者に
応じた対応を求める演習が増加しており
3)
、本研究に
おけるシミュレーション教育の内容からも技術に特
化した内容だけではなく、事例をもとに状況設定を
行うシチュエーション・ベースド・トレーニングが
行われており、様々な状況下での看護が求められる
成人看護学の特徴であるといえる。 
 シミュレーションの評価に関しては、既存の教育
評価の尺度や自作の質問紙による評価も行われてい
たが、学生のレポートによる主観的な評価が多かっ
た。シミュレーション教育の効果を明らかにするた
めには、主観データの根拠となる客観的な評価の必
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要性がある
33)
。葛場ら
34)
はシミュレーション後のアン
ケートやレポートでの評価については、科目責任者
が行う場合は、バイアス発生を考慮する必要がある
と述べている。したがって、シミュレーション教育
においては、シミュレーション教育による看護実践
能力の評価が客観的に行える指標の検討が今後の課
題といえる。 
 シミュレーション教育の効果としては、患者や看
護実践のイメージ化が最も多かった。シミュレーシ
ョン教育において、実際の臨床の状況の理解や対応
が可能となるように、臨床での重要な要素や局面を
再現する再現性・忠実性は重要である
35)
。文献検討の
結果、複数の教材の組み合わせや事例をベースとし
たシミュレーションが活用されていることから、よ
り臨床の場に近いリアリティのある状況設定を行っ
たことの効果であるといえる。また、観察力やフィ
ジカルアセスメント力の看護実践能力の向上がみら
れていた。看護学生の感性の特徴としては、自らの
五感を働かせることで現象の気づきを得る能力があ 
り
36）
、シミュレータを見るだけでなく、触れること
や何度も繰り返し行える環境が、対象者に必要な観
察項目の理解や確実な観察技術の習得につながって
いるといえる。 
２．成人看護学における効果的なシミュレーション
教育の検討 
 今回検討した文献の中には、看護過程の展開にシ
ミュレーション教育を取り入れ、看護過程の展開で
用いた事例をもとに技術演習を行い、患者の状況の
理解や臨床判断力の習得につながっていた。尾形 
ら
4)
は、看護過程の演習にシミュレーション教育を取
り入れることで、シミュレーション演習によってケ
アを決定する根拠となる知識や論理性を確認するこ
とができると述べている。看護過程は看護師が看護
実践を行う際に、より科学的に実践するために用い
る思考プロセスであり、看護過程の展開にシミュレ
ーション教育を取り入れることは、事例患者のイメ
ージ化とともに、学生の思考力の強化につながり、
より臨床に即した看護実践能力の強化につながると
いえる。 
 シミュレーション教育は演習のみならず成人看護
学実習においても学内で行われていた。太田ら
28)
の
報告によると、実習前に臨床の状況に即したシミュ
レーション空間を作り、学生が医療機器を見たり、
触れたり、自ら技術練習をする機会を設けることで
技術経験の割合の増加につながっていた。臨地実習
の直前に行われるシミュレーション教育は、クリテ
ィカルな場や術後の状況など特殊性や専門性の高い
状況下で治療を受ける患者の状態やそこで行われる
看護のイメージ化が図れ、臨地実習での戸惑いや不
安が軽減され、看護技術の経験の増加につながって
いたといえる。 
 シミュレーション教育において、演習の時間管理
や教員のファシリテーター力が課題とされていた。
シミュレーション教育においては、教員のフィジカ
ルアセスメント力や実践力とともにシミュレータに
十分に精通していることが求められている
37)
。また、
シミュレーション実施後に行われるデブリーフィン
グは、シミュレーション教育で経験したことを学び
として定着するために不可欠であり、効果的なデブ
リーフィングを行うためにはファシリテーターとし
ての教員の役割が重要である
38)
。より効果的なシミ
ュレーション教育を行うためには、教員の共通理解
と綿密な演習計画の立案、指導力の向上に向けた取
り組みが必要である。成人看護学のシミュレーショ
ン教育は、臨床実習につながる重要な役割をもつ。
そのため、臨床をイメージできる学習環境や臨床の
場との乖離が少ないこと、学生の判断や思考を通し
たより現実的な課題を含んだ事例の準備が必要であ
る
36)
。実習目標や内容、学生が遭遇しやすい状況設定
を行い、学生の思考過程や判断力を活かし、安全で
安心な環境のもと、実習前の準備段階として、効果
的なシミュレーション教育の実施が求められる。 
 今回は成人看護学におけるシミュレーション教育
に関する文献検討を行った。学生の看護実践能力を
育成していくためには、卒業までの到達目標を明確
にし、その目標に向かってシミュレーションの時期
や方法を吟味し、カリキュラム全体にシミュレーシ
ョンを段階的に入れた教育方法が提案されている
35)
。
各学年の到達目標を明確にし、１年次の初学者から
段階的に再現性・忠実度を上げていき、大学全体で
学生が看護実践能力を獲得していけるように取り組
むことが重要である。 
 
結 論 
 成人看護学におけるシミュレーション教育は、観
察力や技術、思考力を高めるためにシミュレータを
はじめ様々な教材を活用し、リアリティを重視した
環境を作ることで、患者の理解や臨地実習のイメー
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ジ化、看護技術の習得が図られていた。また、シミ
ュレーション教育による客観的な評価指標の検討が
今後の課題としてあげられた。成人看護学における
効果的なシミュレーション教育には、目的に合わせ
て教育方法を組み合わせること、臨床実習を想定し、
より臨床に即した状況の設定と学生が反復して実践
できる環境を提供することの必要性が示唆された。
さらに、デブリーフィングを行う教員のシミュレー
ション教育に対する共通理解や指導力の向上に向け
た取り組みが、効果的なシミュレーション教育には
必要である。 
 
利益相反の開示 
 本研究において、申告すべき利益相反は存在しな
い。 
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